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１ もりおかプロモーション大使に
河合郁人さんが就任25

　本 市のシティプロモーションを推 進 するために 新たに
設置した「もりおかプロモーション大使 」に、㈱S
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NTERTAINMENT所属のタレント・河
か わ い

合郁
ふみ

人
と

さん（東京都出
身）が就任しました。河合さんは、「仕事でいろいろな場所に行く
ので、全国に、世界中に盛岡市の魅力をＰＲしたい。まだ分から
ないことも多いので、市民の皆さんにはいろいろと教えてもらっ
て勉強したいです」と意気込みを語りました。

　市内で開催されたイベントや出来事を紹
介します。紙面で紹介しきれなかった写真
は、市ホームページの取材日
記に掲載しています。

取材日記▶

　市は、盛岡の価値や魅力を「盛岡ブランド」として市内
外に発信してきました。その取り組みの一環として、盛岡
ブランドの推進に寄与し、その功績が顕著である人や団体
を「もりおか暮らし物語賞」として平成19年から表彰し
ています。本年度は次の１個人と４団体が受賞しました。

 都市戦略室☎613-8370　  1009730

令和６年度盛岡ブランド表彰

もりおか暮らし物語賞

中村 鉄男 さん

　平成20年度に市が短角牛の肥育農家の育成・
支援を始めた当時から、地域の畜産振興のため
にと短角牛の肥育に取り組んできた。平成23年
度には「もりおか短角牛」として初めて盛岡特産
品ブランド認証を受け、以降長きにわたり「もり
おか短角牛」の肥育に携わり、盛岡生まれ盛岡
育ちの「もりお
か 短 角 牛」の
味と品質を守
り、農産物ブラ
ンドの 推 進に
寄与している。

暮らしと伝統の物語 農産物ブランドの推進

　盛岡市を拠点に、主に知的障害のある作家の作
品を起用した商品を展開。人々 の「福祉」などに対す
る意識の変革を呼び起こし、その取り組みが国内外
から注目を受けている。また、市内の宿泊施設のプ
ロデュースや工事現場の仮囲いへの作品の掲示な
ど、市民が日常
の中でアートに
触れる機 会を
創出し、アート
のまちの 推 進
に寄与している。

株式会社ヘラルボニー

先人と文化の物語 アートのまちの振興
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 代表取締役/共同最高経営責任者）

中央映画劇場、盛岡ピカデリー、
盛岡ルミエール1・2、フォーラム盛岡

　この４館は、「映画の街」盛岡の代名詞で
ある「映画館通り」を現在に至るまで形成し、
市民が映画を映画館で楽しむ文化を定着さ
せ、今日までの盛岡の映画文化をけん引して
きた。また、市の中心部に集中して建ち並び、
老若男女を問わず多くの市民に親しまれ「映
画の街」を推進しており、中心市街地の活性化にも寄与している。

暮らしと伝統の物語
映画の街の推進
先人と文化の物語 株式会社べアレン醸造所

　盛岡発のクラフトビールを製造し、県内各
地でイベントを地道に開催し続けるなど、創
業から20年以上にわたる地域密着の活動
により市民からも愛されている。また、ドイ
ツで開催された「ファイネスト・ビア・セレク
ション2023」で「国際ビールオブザイヤー」
を受賞し、盛岡の知名度向上や地ビールの振興にも寄与している。

地ビールの振興

　研究誌の発行や講演会の開催などを通じ、
新渡戸稲造の業績に関する調査研究と異文化
理解の推進を図っている。また、新渡戸稲造に
関する研究をする大学生などに対し奨学金の
助成を行い、その功績を後世へ引き継ぐととも
に、将来の国際平和を担う人材を育成し、新渡
戸稲造の顕彰
とその精神の
継承に寄与し
ている。

一般財団法人 新渡戸基金

先人と文化の物語 新渡戸稲造の顕彰と継承
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